
平成２９年度事業報告 

１ 会館の財政運営について 
（１）熊本地震に対応した熊本県中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業の募集対象範囲が

第二次申請途中より一般財団法人にも広がり、教育会館も入居団体と共にグループをつくり、
４月初めに申請、５月末に事業計画認定が下りました。１２月に補助金交付申請書の提出、
平成３０年２月に実績報告書の提出、県よりの交付決定通知書は２月末に届いたところです。
今後、県よりの調査等が進められ、交付は夏頃の予定です。 

（２）会館建設基金（出資金）については、出資依頼を中止しており、新たな出資はありません。
出資金は、退職等による返済が４１１人、４，５５４，０００円で、この結果出資金の残額
は７８，３７７，０００円となりました。             決算報告書 Ｐ１０  

（３）地代家賃は、１００％納入されています。 

（４）会議室利用は、第４会議室利用再開もあり、全体的に好調です。  決算報告書 Ｐ１１ 
≪会議室・利用状況 平成２５～２９年度の推移≫   
平成 出資者 一 般 計 対前年 対25年 備考 

件数(件) 貸料(円) 件数(件) 貸料(円) 件数(件) 貸料(円) 貸料 (％) 貸料 (％) 

２５年度 220 1,682,415 175 3,699,983 395 5,382,398 112 ―  
２６年度 149 1,079,240 187 4,400,775 336 5,480,015 102 102  
２７年度 154 1,111,080 165 4,492,412 319 5,603,492 102 104 空調工事 
２８年度 37 348,354 26 618,124 63 966,478 17 18 熊本地震 
２９年度 203 2,215,693 234 6,002,510 437 8,218,203 850 153 ←第4会議室 

（５）保険共済事業の集金手数料は、前年より約１２０万円減の約２，８６０万円となりました。
会館共済のほか一部個人保険団体取扱いの手数料も含んでいます。また教育会館の特別給付
金は、年間約１，１４０万円と落ち着いた状況です。        決算報告書 Ｐ１４ 
≪特別給付金・給付状況 平成２５～２９年度の推移 （円）≫ 

平成 出産祝金 休職見舞金 入院見舞金 医療プラン 退職祝金 満期祝品 合 計 
２５年度 1,453,000 550,000 4,364,000 3,873,000 1,150,000 0 11,390,000 
２６年度 1,386,000 950,000 4,118,000 3,977,000 1,170,000 125,000 11,726,000 
２７年度 1,648,000 400,000 4,396,000 4,028,000 1,410,000 225,000 12,107,000 
２８年度 1,504,000 750,000 3,756,000 3,820,000 1,520,000 235,000 11,585,000 
２９年度 1,496,000 900,000 3,470,000 3,746,000 1,500,000 275,000 11,387,000 

（６）各種引当関係は、厚生情報センター関係のシステム改修及び機器引当を取崩しました。ま
た基本財産減価償却に約７７０万円、退職給付に約２２０万円、記念事業準備に２００万円、
建物修繕に１００万円を引当ました。なお、厚生情報センター及び個人保険団体取扱いの事
業譲渡にかかわる未収金は約１，７００万円あります。 

≪各種引当・状況 平成２５～２９年度の推移（万円）≫ 
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２５年度 12,314 522 4,802 589 3,200 3,900   25,330 1,783 27,113 
２６年度 13,080 647 4,802 239 3,200 3,900   25,871 562 26,434 
２７年度 13,846 609 3,600 439 3,200 1,400 200 50 23,344 1,624 24,968 
２８年度 4,812 762 3,600 639 3,200 600 200 50 13,864 2,633 16,498 
２９年度 5,578 979 3,600 839 3,200 700 0 0 14,897 2,851 17,748 

（７）会計処理は「区分経理」により「継続事業（公益目的事業）」の適正な執行が必要であり、
ユース会計社（吉永公認会計士事務所）との契約を継続し、適正な処理と円滑な執行に努め
ました。厚生情報センター及び個人保険団体取扱いの事業譲渡にかかわる会計処理等につい
ては、ユース会計社と十分に相談しながらすすめました。なお平成２９年度の公益目的事業
に関しては、復興支援事業や会館共済キャンペーンとの連動させて実施しました。 

 



２ 管理業務について 
（１）夜間や休日の管理警備は３名と業務委託契約を結び、会館を常時使用できるようにしてい

ます。会館閉鎖は１２月２９日から１月３日までの６日間でした。 

（２）安全管理及び設備・備品の保守については、保守契約を次のように行っています。 

No 内  容 委 託 先 委 託 料 

１ 火災保険 共栄火災海上 
年掛金 ２５４，３５０円 保障 ６億４，７５６万

８千円   

２ 清掃管理 日本ビル管理㈱ 
年 ３，０６１，８００円 月２４８，４００円＋ガ

ラス８１，０００円×１    

３ 塵芥収集 ㈲都環境開発ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 年  ２２０，３２０円   月 １８，３６０円        

４ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱ 年  ７３８，７２０円   月 ６１，５６０円×

１２    

５ 防犯カメラ保守 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱ 年  ３９１，６８０円   月 ３２，６４０円×

１２   

６ 自動ドア保守 熊本ナブコ㈱ 年  ２１６，０００円 

７ 電設保守 藤本義美 年  21６，０００円   月1８，０００円×１２      

８ 電気ﾒｰﾀｰ交換 
九州計装エンジニアリング １年当  ３６，４００円 １５年交換 ５４６，００

０円  

９ 消防設備保守 
ユージー防災設備 年  １５５，５２０円 半年７７，７６０円、点検

後実費負担有     

１

０ 
空調清掃・点検 旭電業㈱ 

年  １５１，２００円 年２回(３年に１回のﾌﾛﾝｶﾞ

ｽ点検含む)        

１

１ 
空調設備･ﾛｽﾅｲ 

旭電業㈱ ・ 空研工業 発生時払い 

１

２ 

ＡＥＤ保守 

 

総合警備保障 

次期交換 ２０２０年２月 

１年当たり88，0０５円  4年 本体231,000円、ﾊﾟｯ

ﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ82,080円、ﾊﾞｯﾃﾘｰ36,720円、動産保険料2,220

円 

１

３ 
貯水槽 

広誠設備工業（株）＊５年

毎 

１年当  １３，３００円 水質検査１４，０４０円貯水槽

清掃５２，１６４円 

1

４ 
機械警備 

星光ﾋﾞﾙ管理 にしけい 年  772,200円  ＊５月より１１カ月分 

１

５ 

特定建築物 

定期点検 
大和設計(株) 

建築物  ３年に１回  年 １６２，０００円 

建築設備  １年に１回  年 １６２，０００円 

防火設備  １年に１回  年  ６４,８００円 

1

６ 
会計処理 

ユース会計社 年 ５１８，４００円  月 43,200円 ×１２    

㈱弥生会計 年  43,200円    

1

７ 
複写機リース リコーリース 

年 １１９，２３２円  月 9,936円 ×１２     

1

８ 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理 ㈲オフィスウェブラン 

年 ２８２，２９７円  年契約          

1

９ 
シュレッダー 

日立キャピタル 年  ８，１６４円   リース満了更新      

20 

電話保守 ＮＴＴ西日本 年  ６５，１４８円  再ﾘｰｽ料    

電話保守(ｾﾝﾀｰ) ＮＴＴ西日本 
年  １０２，８１６円  ﾘｰｽ料 月 ８，５６８円

×１２  

計 年間保守委託料  ７，735，552円 



（３）その他の建物の保守関係では、１階トイレ下ピットの漏水は毎月の点検とポンプにて汲み

出しで対応しています。また建築法の関係で、特定建築物定期点検が平成２９年度より始ま

り、大和設計と契約を結び実施しました。毎年の建築設備・防火設備点検と、３年に１回の

建築物点検があります。 

（４）火災の未然防止と万一の災害に備えるため、防火対策委員会を４月１８日と１１月６日に

開催し防火管理組織･自衛消防組織を編成するとともに、避難訓練を７月５日と１１月９日に

実施しました。また専門業者による消防設備点検を９月１５日と３月７日に実施しました。 

（５）個人情報保護については、個人情報保護基本規程に基づき適正な取扱いに努めています。

また会員管理は厚生情報センターにて適正に行っています。 

（６）「教育会館ニュース」を７月、１月に発行し、会館の事業及び復興支援への対応等の広報に

努めました。また、ホームページを活用して復興支援対応等も含めた情報の開示と発信に努

めました。 
 
３ 福祉共済事業について 
（１）会館共済Ⅰ型『遺族生活給付金共済』『介護プラン』『医療プラン』 
   ３３年目を迎えた会館共済の加入促進は、５，６月に熊本地震復興支援キャンペーンとし

て実施しました。９月１日時点での『遺族生活給付金共済』本人新規加入者は２５１名で、

本人加入者は前年より５９名の増となりましたが、配偶者、子どもを含めた加入者総数は前

年より１１２名の減の９，９６３名となりました。『介護プラン』の新規加入者は３９７名で、

前年より３２１名増の３，７３６名となり、『医療プラン』の新規加入者は１６４名で、前年

より１４７名減の４，７２８名となりました。なお熊本城復興のために、２１２，９００円

（２０円×会館共済総加入者数）を寄附しました。 
   平成２８共済年度（平成２８年９月１日～平成２９年８月３１日）の遺族生活給付（死亡・

高度障害）は、死亡６人で給付総額は９，２００万円でした。介護保障は０件でした。また

医療プランの給付は、１５４件で給付総額は１，０２９万３千円でした。 
決算報告書 Ｐ１２・１３・１４ 

 ≪死亡・高度障害、介護、入院給付金 平成２４～２８共済年度の推移≫ 

平成 ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 
年次 

死亡・高度障害 給付 介護 給付 入院 給付 
件数(件) 給付額（円） 件数(件) 給付額（円） 件数(件) 給付額（円） 

２４年度 ２８次  １２ 135,000,000 ０ 0 １８２ 16,882,000 
２５年度 ２９次  １１ 145,000,000 ０ 0 １７２ 13,467,000 
２６年度 ３０次 １２ 178,000,000 ０ 0 １５６ 9,851,000 
２７年度 ３１次 ７ 48,000,000 １ 5,000,000 １６２ 11,007,000 
２８年度 ３２次 ６ 92,000,000 ０ 0 １５４ 10,293,000 

※過去最高額 ２３年度（２７次）：死亡・高度障害206,000,000円、入院17,297,000円 
≪特別給付金の給付状況 平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日≫ 

 内   容 給付件数 前 年 

１ 入院見舞金 
５日以上 ２０７件 ２２５件 
３０日以上 １９件 １４件 
６０日以上 １３件 １８件 

２ 医療プラン・初期入院（１日～４日） １９６件 １９３件 
３ 休職見舞金 ９件 ８件 
４ 誕生祝金 １０７件 １１４件 
５ 退職祝金 １５０件 １５２件 
６ 満期祝品 ５５件 ４７件 
給付 総件数 ７５６件 ７７１件 

給付 総額 11,387,000円 11,585,000円 

（２）会館共済Ⅱ型（貯蓄型生涯保障共済） 



   新規加入者は６名、退職等による４３名減で加入者総数は６７８名（前年度７２１名）に

なりました。 

（３）傷害プラン  
   新規加入者は１名で、加入者総数は１０８名（前年度１１３名）となりました。 

（４）会館共済特別給付金の申請に対しては、給付の適正・迅速化を図るために、給付審査委員

会を毎月２回開催し、半月毎に審査・給付の体制をとっています。  

（５）個人保険の団体取扱い 
平成２９年度９月現在の「太陽生命保険」は１０７件、平成２８年２月に開始した「かんぽ

生命保険」は２３０件、平成２８年７月に開始した「日本生命保険」は６１件となっています。 
なお平成２９年１０月１日より個人保険事業は、今後の発展性と連携のために、熊本県小中

学校生活協同組合へ引き継ぎました。 

（６）共済事業の制度や運営のあり方については、制度検討委員会で検討を行いました。 
 
４ 教育文化事業について 
（１）平成２８年度は熊本地震の影響で中止した図書寄贈は、今年度は被害が大きかった学校の

復興支援に役立ていただこうと、寄贈時期も年度初めの５月に早め、５０校全てを訪問し実

施しました。なお来年度も５０校に寄贈を予定しています。これまでの２８年間で県内のべ

６５０校に寄贈し、その寄贈総額は３，４２０万円となりました。 
《平成２９年度図書(カード)寄贈校 一覧》 

地 区 寄贈校   ※熊本地震の復興支援として、重点校はなし 

菊 池 合志中 大津小 菊陽北小  

阿 蘇 阿蘇西小 内牧小  

熊本市 湖東中 東野中 錦ヶ丘中 西原中 東町中 長嶺中 二岡中 桜木中 東部中 画図小 

健軍小 尾ノ上小 秋津小 泉ヶ丘小 若葉小 西原小 東町小 桜木小 託麻北小    

託麻西小 託麻東小 月出小 健軍東小 長嶺小 託麻南小 山ノ内小 桜木東小 

上益城 小坂小 滝尾小 嘉島西小 木山中 甲佐中 龍野小  

宇 城 不知火小 松橋中 

県 立 濟々黌 熊本 第一 第二 熊商 熊工 熊農 熊本西 熊本北 東稜  

（２）福祉増進のセミナーとしての会館『ヨーガ教室』は、６年目を迎え、参加者から好評を得

ています。また育児休業者現場復帰支援『カムバックセミナー』は１１月１３日（月）に火

の国ハイツで開催しました。県教育委員会学校人事課の隈部参事のご講演「育児等に関する

諸制度の活用について」と教育政策課福利厚生室の尾方主事のご講演「共済組合関係につい

て」をお聞きしました。また参加者の方々からの要望が多い「育児休業経験者のお話」は、

今回は人吉東小学校の長船教諭にしていただきました。その後ティータイムを楽しんでもら

いました。参加者は５１名で、託児は５０名でした 

（３）伝統文化や芸能の振興を図る事業として、熊本県かるた協会及び日本将棋連盟熊本県支部

の事業への支援を続けています。教育会館を練習会や大会等の会場として利用されています。

また第１回『熊本県教育会館杯百人一首かるた交流大会』を８月２６日（土）に県かるた協会

と共に開催しました。 
会館共済第２５次キャンペーン企画として始めた『教育会館寄席』は、今年は熊本地震復

興支援事業として実施しました。被災地域を中心とした開催でしたが、どの会場もとても好評

でした。なお、熊本県教育委員会、熊本市教育委員会、御船町教育委員会より後援をいただき

ました。 
≪開催状況≫ １０月１１日（水）午後 熊本市立 江南中学校 

１０月１１日（水）夜  御船町立 滝尾小学校  ＊地域行事として実施 
１０月１２日（木）夜  熊本県教育会館  ＊教職員及び地域住民に案内 
１０月１３日（金）午前 熊本県立甲佐高等学校 



（４）芸術の振興を図る事業として、会館新築移転１０周年を記念して平成１８年より始めた『ア

ートのひろば』は、熊本地震の影響で平成２９年４月半ばから中止していましたが、５月から

第１０期の続きを再開しました。 
 第１０期 平成２８年１月～２９年５月  ＊熊本地震で平成２８年４月半ば～平成２９年４月は中断 

・１月期は、松下佐代氏（熊本市）       ＊平成２８年１月 
・２月期は、藤本輝美氏（御船町）       ＊平成２８年２月 
・３月期は、佐川忠邦氏（芦北町）       ＊平成２８年３月 
・４月期は、坂本啓子氏（熊本市）       ＊平成２８年４月 
・５月期は、舌間年子氏（宇土市）の油彩画展  ＊平成２９年５月 
・８月期は、浜田知明 パネル展（特別企画）   ＊平成２９年８月 

（５）教育相談事業としては、教職員向けの電話相談室『レモングラス』を毎週火曜日に開設し

ています。また『くまもと親と子と教職員の教育相談室』への支援を引き続き行っています。 

復興支援事業として『夏休み教育・労働相談』を、７月３１日（月）～８月４日（金）に

くまもと親と子と教職員の教育相談室の協力を得て開催しました。５件の相談がありました。 
 

５ 事務受託事業（熊本県教職員厚生情報センター）について 
（１）政令市権限移譲に伴う熊本市の教職員の請求・収納等が円滑にできています。 

（２）センターの主な業務である小中学校関係教職員の生活協同組合くまもと、熊本県教職員組

合、熊本市教職員組合、教育会館の利用代金の請求及び収納は、順調に運用できています。

また教育貢献として厚生情報センターから教育文化事業の図書寄贈の費用を一部負担しまし

た。加盟団体の連携を図り、また事業引継のため、センター加盟団体代表者会（運営委員会）

を５月２日、６月１３日、７月３日、２１日の４回開催しました。また責任者レベルのセン

ター小委員会を月に１回程度、担当者レベルの事務局会議を月に２回開催し各団体間の連絡

調整を行い、スムーズな運営に努めています。また平成２９年４月より加盟団体増加に伴い、

請求書（ご利用代金のお知らせ）の様式を変更しました。 

（３）個人情報の適正管理については、個人情報保護基本規程に基づき行っています。またセキ

ュリティ面については、教育会館の情報セキュリティ規程及びセンターの情報セキュリティ

方針に基づいて適正運用に努めています。またセキュリティ研修を計画的に月１回実施して

います。株式会社ＫＩＳとセキュリティ内部監査支援業務の委託契約を結び、事業譲渡する

前の７月１４日に実施し、「不適合事項は、今回の監査において発見されませんでした。」と

いう報告を受けました。また監事会には、その内部監査支援業務の結果報告、説明を行いま

した。 

（４）平成２９年８月より事務受託事業（熊本県教職員厚生情報センター）は、今後の発展性と

連携のために、熊本県教職員組合に引き継ぎました。 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 


